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［要旨］
　本研究では、中学生と高校生の運動と体育に対する態度から、その「実態」と「要因」を明らかにし、「よ
い体育の授業」について検討することを目的とした。「実態」調査と「要因」調査の結果から、運動好きの
体育好き群、運動好きの体育嫌い群、運動嫌いの体育好き群、運動嫌いの体育嫌い群の 4 群の特徴が明ら
かとなり、それぞれの群の特徴に応じた「よい体育の授業」を考案した。
　キーワード：保健体育科教育、授業研究、運動・体育好嫌
1. 緒言
1.1　はじめに
　わが国において、教員の長時間労働が問題となっ
ている。2013 年に実施された経済協力開発機構
（OECD）の「国際教員指導環境調査（TALIS2013）」1）
によると、中学校教員の平均勤務時間は週 53.9 時
間であり、参加 34 ヵ国・地域中最も長いことが分
かった。これは、部活動の指導や事務作業など、
授業以外に多くの時間を割かなければならないと
いう、現在のわが国の教員の業務内容が多様化し
ていることを表している。しかし、本来教員が一
番力を入れなければならないことは教科指導であ
り、業務内容が多様化しているからといって教材
研究などの教科指導に関わる時間を疎かにしては
ならない。教員である以上、児童・生徒のために「よ
い授業」を行わなければならない。
　それでは「よい授業」とは何か。2008、2009 年
告示学習指導要領 2）3）では、生徒に生きる力（確
かな学力、豊かな心、健やかな体）をはぐくむこ
とを目標の一つとしている。その中で保健体育科
は、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育て
ることを目標とし、生涯にわたって豊かなスポー
ツライフを継続する資質や能力の育成、健康の保
持増進のための実践力の育成、体力の向上をねら
いとしている。これらを参考に、筆者は体育にお
ける「よい授業」（以下、「よい体育の授業」と略す）
を「児童生徒の体育嫌いを減らすとともに体育好
きを増やし、その結果として運動好きを増やすこ
とのできる授業」と定義した。波多野と中村 4）に
よれば、一般に態度は社会的環境的条件によって
左右されるため、特定の対象に対する態度がその
まま行動に表現されるとは限らないが、スポーツ
への愛好的態度がスポーツ実施行動そのものと深
い関わり合いを持っていることから、学校体育に
おけるスポーツの愛好的態度が求められていると
している。また、加賀と石川 5）は、学校卒業後も
[ 原著 ]
1）神奈川県立横浜清陵高等学校　教諭
2）法政大学スポーツ健康学部　教授
－ 49 －－ 49 －
体育・スポーツ活動を継続することができるよう、
学校体育において運動に対する楽しさを経験させ、
運動に対する興味を持たせることが必要であると
している。これらのことから、運動や体育の好き
嫌いは、授業の良し悪しだけで決まるものではな
く、生徒を取り巻く環境など、多くの要因に影響
されるものであるため、よい授業を行ったとして
も必ず運動好き・体育好きが増えるわけではない
が、「よい体育の授業」を通して運動好き・体育好
きの生徒を増やすこと、生涯スポーツにつなげて
いくことは可能であると考えられる。
1.2　研究の目的
　筆者の定義した「よい体育の授業」を実現する
ためには、まず、児童・生徒の運動・体育に対す
る態度を明らかにしなければならない。賀川 6）に
よれば、「運動嫌い」や「体育嫌い」に関する研究
は、報告書を含め数多く残されてきた。それらに
ついて整理すると、吉川ら 7）は、「運動嫌い」「体
育嫌い」に関する研究の特徴は大きく分類すると
「実態」「要因」「指導法や解決策」の 3 点にまとめ
ることができるとしている。「指導法や解決策」に
ついては、「運動好嫌」「体育好嫌」に関する一定
の知識と現場での経験が必要となるが、本稿執筆
時の筆者は教員としての現場経験が無いことから、
調査をすることが難しいと考えた。したがって、
本研究では、吉川らの分類した 3 点の中から「実態」
と「要因」の 2 点について調査をした。つまり、
中学生・高校生の運動・体育に対する態度の実態
を明らかにするとともに、その態度を形成してい
る要因を明らかにすることを通して「よい体育の
授業」を検討することを目的とした。
　橋本と永浜 8）は、小学校の頃から運動に対する
二極化が現れており、体育に対する苦手意識やか
らだを動かすことへの抵抗を中学校・高等学校（以
下、「高校」と略す）になってから改善することは
難しいとしている。このため、「運動好嫌」「体育
好嫌」に関する研究の多くは、小学校を対象に行
われている。しかし、学校体育から生涯スポーツ
につなげていくためには、「あそび」の要素が含ま
れる小学校の体育よりも、「スポーツ」として専門
的に学ぶ中学校や高校の体育の方がより重要な役
割を担っているといえる。また、佐久本と篠崎 9）
によれば、急進的な変化は極めて少ないものの、
中学校・高校においても「運動嫌い」から「運動
好き」への漸進的変化がみられるとしている。こ
れらのことから、対象は中学生と高校生にした。
また、近年は習熟度別の指導や段階別の指導など、
個に応じた指導の充実が求められていることから、
「運動嫌い」「体育嫌い」だけではなく、「運動好き」
「体育好き」についても調査を行い、運動や体育が
嫌いな生徒に対する「よい体育の授業」だけでは
なく、運動や体育が好きな生徒に対する「よい体
育の授業」についても検討した。
1.3　「運動好嫌」「体育好嫌」の定義
　これまでの先行研究では、「運動好嫌」と「体育
好嫌」を同義として扱っている研究もあれば、別
のものとして区別して扱っている研究もあり、「運
動好嫌」と「体育好嫌」の捉え方には曖昧な部分
がある。しかし、「運動好きの体育嫌い」の存在が
秦泉寺ら 10）、神奈川県立体育センター 11）などによっ
て明らかにされていることや、「体育好きの運動嫌
い」の存在が渡邊ら 12）によって明らかにされてい
ることから、本研究では「運動好嫌」と「体育好嫌」
を、相互に関わるものではあるが、別のものであ
るとし、それぞれを区別して扱った。したがって、
「運動好嫌」は「体育の授業での運動を含む、生徒
が自発的に行う身体活動に対する好き嫌い」、「体
育好嫌」は「体育の授業で行われるすべての活動
に対する好き嫌い」と定義した。
2．方法
2.1　対象者、調査期間、調査内容
　生徒の運動と体育に対する態度と、その態度を
形成している要因を明らかにするため、2016 年 9
月に青森県の中高一貫校に在籍する中学生・高校
生 903 名（中学生 234 名、高校生 669 名）に運動
と体育に関する質問紙調査（図 1）を実施した。
また、兵頭と河野 13）の研究をはじめ、「運動好嫌」
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「体育好嫌」には教師の要因が大きな影響を与えて
いることが明らかとなっているため、同時期に同
校の保健体育科の教員 6 名に聞き取り調査を実施
した。
2.2　分析
2.2.1　「運動好嫌」「体育好嫌」の実態
　質問紙の問 1（1）（2）において、運動と体育に
対する態度を 4 段階尺度で回答させた。その結果
を好き群（好き、どちらかというと好き）と嫌い
群（あまり好きではない、嫌い）の 2 群に分けた。
このように好嫌をストレートに問う形式には賛否
両論がある。しかし、佐久本と篠崎 9）の研究では
検討の余地があるとしながらも、他の多面的、多
次元的尺度と高い相関があり、また高い信頼性係
数があると報告されていることから、一応の妥当
性があると判断した。
　集計方法としては、「運動好嫌」・「体育好嫌」・「運
動好嫌」と「体育好嫌」を組み合わせた 4 群（以下、
「運動体育好嫌」と略す）ごとに校種、性別、学年
について単純集計とクロス集計を行った。クロス
集計の有意検定は、すべての項目でχ2 検定を行っ
た。加えて、項目の相関係数も算出し、項目間の
関係性を明らかにした。なお、いずれも有意水準
を p<0.05 とした。
2.2.2　「運動体育好嫌」の要因
　質問紙の問 3 において、25 の問に対して 5 段階
尺度で回答させた。その結果をもとに、中学校・
高校ごとに因子分析を行い、因子を抽出した。抽
出された因子については相関係数を算出し、因子
間の関係性を明らかにした。
　また、「実態」調査により明らかとなった「運動
体育好嫌」（運動好きの体育好き群、運動好きの体
育嫌い群、運動嫌いの体育好き群、運動嫌いの体
育嫌い群）において、因子の下位尺度得点を算出し、
群間の比較と群内での比較を行った。下位尺度得
点の比較については一元配置の分散分析を行い、
年 組 ( 男 ・ 女 ) （ 附属中学校卒業 ・ それ以外の中学校卒業 ）
問 1 当てはまるものについて、かっこの中から 1つ選んでください。
(1) 運動をすることが好きだ (好き ・ どちらかというと好き ・ あまり好きではない ・ 嫌い)
(2) 体育の授業が好きだ (好き ・ どちらかというと好き ・ あまり好きではない ・ 嫌い)
問 2 当てはまるものについて、選択肢の表中のかっこの中からそれぞれ選んでください。
(1)体育の授業で行われる種目の中で好きなものを表中のかっこの中から 3 つまで選んで書いてくださ
い。
(※選択肢のかっこ内のその他を選択した場合は種目の名前を書いてください。)
⇒
(2)体育の授業で行われる種目の中で苦手なものを表中のかっこの中から 3 つまで選んで書いてくださ
い。
(※選択肢のかっこ内のその他を選択した場合は種目の名前を書いてください。)
⇒
[ 選択肢 ]
器械運動 (マット・跳び箱・鉄棒・平均台・その他)
陸上競技 (短距離走・長距離走・ハードル走・リレー・走り幅跳び・走り高跳び・やり投げ・砲丸投げ・その他)
水泳 (クロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ・その他)
球技 (サッカー・バスケットボール・ハンドボール・バレー・バドミントン・テニス・卓球・ソフトボール・その他)
武道 (柔道・剣道・その他)
ダンス (創作ダンス・フォークダンス・その他)
問 3 中学校入学～現在まで、当てはまるものについて、かっこの中から数字を 1つ選んでください。
[1, 全く思わない ・ 2, あまりそう思わない ・ 3, どちらともいえない ・ 4, どちらかというとそう思う ・ 5, そう思う]
(1) 運動が得意だ、運動能力に自信がある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(2) スポーツを見ることが好きだ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(3) 体を動かすことは気持ちがよい、充実感がある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(4) 家族は運動をすることが好きだ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(5) 家族や友人と一緒に運動をすることが多い （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(6) 部活動やクラブなど、体育以外で運動ができる機会がある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(7) 体育の授業は楽しい （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(8) 体育で学んだことは将来の役に立つ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(9) 体育では、知識や理論など体を動かす以外のことを学ぶ時間がある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(10) 体育を通して運動ができるようになった （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(11) 体育の中で友達ができた、友達と仲良くなった （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(12) 体育でいろいろな人と協力して活動することは楽しい、達成感がある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(13) 体育の先生方の人柄が好きだ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(14) 体育の先生方は運動が上手だ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(15) 体育の先生方の教え方は分かりやすい （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(16) 体育の先生方は褒めたりアドバイスをくれたりする （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(17) 体育で使う用具や、体育館・グラウンドなどの施設は充実している （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(18) 体育の先生方は厳しい、よく注意される （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(19) 体育の授業には規律がある、キビキビしている （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(20) 体育でけがをしたことがある （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(21) 体育のときの着替えや汗・汚れの処理は面倒である （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(22) 運動しているところを他の人に見られたり、比較されたりすることは嫌だ （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(23) 体育では、先生方にやらされていると感じることが多い （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(24) 体育は疲れる、やることが多い （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
(25) 体育の授業の内容は難しい （ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）
図 1　運動と体育に関する質問紙
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多重比較検定を行った。多重比較検定はすべての
項目で Tukey 法を用いた。
2.2.3　「良い体育の授業」の検討
　「実態」調査と「要因」調査の結果に加えて、保
健体育科の教員への聞き取り調査の結果を踏まえ
て「運動体育好嫌」におけるそれぞれの「よい体
育の授業」について検討した。
3. 結果
3.1　「運動好嫌」「体育好嫌」の実態
3.1.1　「運動好嫌」の実態
（1）中学校の「運動好嫌」について
　男女間に有意差が認められ、残差分析の結果、
中学校の男子（以下、「中学男子」と略す）に運動
好きが多く、中学校の女子（以下、「中学女子」と
略す）に運動嫌いが多いことが分かった（図 2.1）。
また、学年間に有意差が認められ、残差分析の結果、
中学 3 年生に運動嫌いが多いこと分かった。男女
ごとに学年の割合を比較すると、男女ともに学年
進行に伴う運動嫌いの増加がみられた。さらに、
運動好嫌と学年には負の相関が認められた。
（2）高校の「運動好嫌」について
　男女間に有意差が認められ、残差分析の結果、
高校の男子（以下、「高校男子」と略す）に運動好
きが多く、高校の女子（以下、「高校女子」と略す）
に運動嫌いが多いことが分かった（図 3.1）。また、
学年間に有意差は認められなかったが、男女ごと
に学年の割合を比較すると、高校男子において学
年進行に伴う運動好きの増加がみられた。高校で
は、運動好嫌と学年に相関は認められなかった。
3.1.2「体育好嫌」の実態
（1）中学校の「体育好嫌」について
　男女間に有意差が認められ、残差分析の結果、
図 2.1　中学生男女の運動好嫌の割合
図 3.1　高校生男女の運動好嫌の割合
図 2.2　中学生男女の体育好嫌の割合
図 3.2　高校生男女の運動好嫌の割合
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中学男子に体育好きが多く、中学女子に体育嫌い
が多いことが分かった（図 2.2）。また、学年間に
有意差が認められ、残差分析の結果、中学 3 年生
に体育嫌いが多いことが分かった。男女ごとに学
年の割合を比較すると、男女ともに学年進行に伴
う体育嫌いの増加がみられた。さらに、体育好嫌
と学年には負の相関が認められた。
（2）高校の「体育好嫌」について
　男女間に有意差が認められ、残差分析の結果、
高校男子に体育好きが多く、高校女子に体育嫌い
が多いことが分かった（図 3.2）。また、学年間に
有意差は認められなかったが、男女ごとに学年の
割合を比較すると、高校男子において学年進行に
伴う体育好きの増加がみられた。高校では、体育
好嫌と学年に相関は認められなかった。
3.1.3「運動体育好嫌」の実態
（1）中学校の「運動体育好嫌」について
　中学校では体育よりも運動に好意的意識を持つ
ことが分かった。男女の割合を比較すると、中学
男子は体育好きよりも運動好きが多いこと、中学
女子は運動好きと体育好きが同じ割合であること
が分かった。学年の割合を比較すると、中学 1 年
生では運動と体育が同じ割合であるが、中学 2 年
生からは体育に非好意的意識を持つことが分かっ
た。また、男女ごとに学年の割合を比較すると、
中学男子は中学 1 年生では運動と体育が同じ割合
であるが、中学 2 年生からは体育に非好意的意識
を持つこと、中学女子は学年にかかわらず運動と
体育が同じ割合であることが分かった。
　男女間には有意差が認められ、残差分析の結果、
中学男子に「運動好きの体育好き」が多く、中学
女子に「運動嫌いの体育嫌い」が多いことが分かっ
た（図 4.1）。中学校の 3 学年では、中学 3 年生に「運
動嫌いの体育嫌い」が多く、「運動好きの体育好き」
が少ないという傾向がみられた。
（2）高校の「運動体育好嫌」について
　高校では運動よりも体育に好意的意識を持つこ
とが分かった。男女の割合を比較すると、男女と
もに運動好きよりも体育好きが多いことが分かっ
た。学年の割合を比較すると、学年にかかわらず
運動よりも体育に好意的意識を持つことが分かっ
た。また、男女ごとに学年の割合を比較すると、
男子は高校 1 年生では運動と体育が同じ割合であ
るが、高校 2 年生からは運動よりも体育に好意的
意識を持つこと、女子は高校 2 年生で体育嫌いが
運動嫌いを上回るものの、高校 1 年生と高校 3 年
生では運動よりも体育に好意的意識を持つことが
分かった。
　男女間には有意差が認められ、残差分析の結果、
高校男子に「運動好きの体育好き」が多く、高校
女子に「運動嫌いの体育嫌い」が多いことが分かっ
た（図 4.2）。高校の 3 学年では、学年間に有意差
は認められなかった。
3.2　「運動体育好嫌」の要因
3.2.1　中学校について
（1）因子分析
　因子分析の結果から、初期の固有値が 1.0 以上
で初期の固有値中の分散が 5% 以上の 4 因子を抽
出した。因子負荷量 0.40 以上の項目を採用し、い
ずれの因子にも低い値を示した項目と 2 つ以上の
因子に高い因子負荷量を示した項目は除外した。
　第 1 因子は、＜ 5. 家族や友人と一緒に運動をす
ることが多い（0.729）＞ ＜ 3. 体を動かすことは
気持ちがよい、充実感がある（0.709）＞ ＜ 6. 部
活動やクラブなど、体育以外で運動ができる機会
がある（0.663）＞ ＜ 1. 運動が得意だ、運動能力
に自信がある（0.654）＞ ＜ 2. スポーツを見るこ
とが好きだ（0.512）＞ ＜ 7. 体育の授業は楽しい
（0.480）＞ ＜ 8. 体育で学んだことは将来の役に立
つ（0.428）＞である。これらの項目は、要因とし
て個人の態度や環境に関することを挙げているこ
とから「中学個人因子」と名付けた。
　第 2 因子は、＜ 15. 体育の先生方の教え方は分
かりやすい（0.760）＞ ＜ 16. 体育の先生方は褒め
たりアドバイスをくれたりする（0.735）＞ ＜
13. 体育の先生方の人柄が好きだ（0.727）＞ である。
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これらの項目は、要因として教員に関することを
挙げていることから「中学教員因子」と名付けた。
　第 3 因子は、＜ 24. 体育は疲れる、やることが
多い（0.745）＞ ＜ 23. 体育では、先生方にやらさ
れていると感じることが多い（0.599）＞ ＜ 25. 体
育の授業の内容は難しい（0.589）＞ ＜ 21. 体育の
ときの着替えや汗・汚れの処理は面倒である
（0.487）＞ ＜ 22. 運動しているところを他の人に
見られたり、比較されたりすることは嫌だ（0.465）
＞である。これらの項目は、要因として運動や体
育への不満に関することを挙げていることから「中
学不満因子」と名付けた。
　第 4 因子は、＜ 11. 体育の中で友達ができた、
友達と仲良くなった（0.731）＞ ＜ 12. 体育でいろ
いろな人と協力して活動することは楽しい、達成
感がある（0.631）＞ ＜ 10. 体育を通して運動がで
きるようになった（0.517）＞である。これらの項
目は、要因として体育での経験について挙げてい
ることから「中学経験因子」と名付けた。
　なお、各因子のα係数を算出したところ、中学
個人因子（α＝ 0.84）、中学教員因子（α＝ 0.83）、
中学不満因子（α＝ 0.77）、中学経験因子（α＝ 0.76）
のそれぞれに十分な信頼性があると結論した。
（2）相関
　4 因子に関する相関係数を算出したところ、中
学個人因子、中学教員因子、中学経験因子の間に
それぞれ正の相関（p<0.01）が認められた。また、
中学不満因子については中学個人因子、中学教員
因子、中学経験因子との間にそれぞれ負の相関
図 4.1　中学生男女の運動体育好嫌の割合
図 4.2　高校生男女の運動体育好嫌の割合
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（p<0.01）が認められた。男女においても同様の
結果となった。
（3）因子の比較
　中学個人因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動好きの体育好き＞運動好きの体育
嫌い＞運動嫌いの体育好き＞運動嫌いの体育嫌い
の順となり、「運動好きの体育嫌い」と「運動嫌い
の体育好き」との間を除き、有意差が認められた。
　中学教員因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動好きの体育好き＞運動嫌いの体育
好き＞運動嫌いの体育嫌い＞運動好きの体育嫌い
の順となり、「運動好きの体育好き」と「運動好き
の体育嫌い」、「運動好きの体育好き」と「運動嫌
いの体育嫌い」、「運動好きの体育嫌い」と「運動
嫌いの体育好き」との間に有意差が認められた。
　中学不満因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動嫌いの体育嫌い＞運動好きの体育
嫌い＞運動嫌いの体育好き＞運動好きの体育好き
の順となり、「運動好きの体育好き」と「運動好き
の体育嫌い」及び「運動好きの体育好き」と「運
動嫌いの体育嫌い」との間に有意差が認められた。
　中学経験因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動好きの体育好き＞運動嫌いの体育
好き＞運動好きの体育嫌い＞運動嫌いの体育嫌い
の順となり、「運動好きの体育好き」と「運動好き
の体育嫌い」、「運動好きの体育好き」と「運動嫌
いの体育嫌い」、「運動嫌いの体育好き」と「運動
嫌いの体育嫌い」との間に有意差が認められた。
（4）「運動体育好嫌」の比較
　「運動好きの体育好き」で比較をすると、中学教
員因子＞中学個人因子＞中学経験因子＞中学不満
因子の順となり、有意差が認められた（図 5）。男
女で比較をすると、男女ともに中学全体と因子の
順番は同じであったが、中学男子は中学個人因子
と中学教員因子との間に、中学女子は中学個人因
子と中学教員因子及び中学個人因子と中学経験因
子との間に有意差が認められなかった。
　「運動好きの体育嫌い」で比較をすると、中学不
満因子＞中学教員因子＞中学個人因子＞中学経験
因子の順となったが、有意差は認められなかった
（図 6）。男女で比較をすると、中学男子は中学教
員因子＞中学個人因子＞中学不満因子＞中学経験
因子の順となり、中学女子は中学不満因子＞中学
教員因子＞中学経験因子＞中学個人因子の順と
なった。中学男子はどの因子とも有意差が認めら
れなかったが、中学女子は中学個人因子と中学不
満因子との間に有意差が認められた。
　「運動嫌いの体育好き」で比較をすると、中学教
員因子＞中学経験因子＞中学個人因子＞中学不満
因子の順となり、中学個人因子と中学不満因子と
の間を除き、有意差が認められた（図 7）。男女で
比較をすると、中学女子は中学全体と因子の順番
は同じであったが、中学男子は中学教員因子＞中
学経験因子＞中学不満因子＞中学個人因子の順と
なった。中学男子は中学個人因子と中学不満因子
との間に、中学女子は中学個人因子と中学不満因
子及び中学個人因子と中学経験因子との間を除き、
有意差が認められた。
　「運動嫌いの体育嫌い」で比較をすると、中学教
員因子＞中学不満因子＞中学経験因子＞中学個人
因子の順となり、中学教員因子と中学不満因子と
の間を除き、有意差が認められた（図 8）。男女で
比較をすると、中学女子は中学全体と因子の順番
は同じであったが、中学男子は中学教員因子＞中
学不満因子＞中学個人因子＞中学経験因子の順と
なった。中学男子は中学個人因子と中学経験因子
及び中学教員因子と中学不満因子との間を除き、
中学女子は中学教師因子と中学不満因子との間を
除き、有意差が認められた。
3.2.2　高校について
（1）因子分析
　因子分析の結果から、初期の固有値が 1.0 以上
で初期の固有値中の分散が 5% 以上の 3 因子を抽
出した。因子負荷量 0.50 以上の項目を採用し、い
ずれの因子にも低い値を示した項目と 2 つ以上の
因子に高い因子負荷量を示した項目は除外した。
　第 1 因子（以下、項目番号・項目内容・因子負
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図 5　中学生における運動好きの体育好きの因子の比較
図 6　中学生における運動好きの体育嫌いの因子の比較
図 7　中学生における運動嫌いの体育好きの因子の比較
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荷量の順に示す）は、＜ 5. 家族や友人と一緒に運
動をすることが多い（0.756）＞ ＜ 1. 運動が得意だ、
運動能力に自信がある（0.754）＞ ＜ 3. 体を動か
すことは気持ちがよい、充実感がある（0.737）＞ 
＜ 6. 部活動やクラブなど、体育以外で運動ができ
る機会がある（0.647）＞ ＜ 7. 体育の授業は楽し
い（0.636）＞ ＜ 8. 体育で学んだことは将来の役
に立つ（0.612）＞ ＜ 10. 体育を通して運動ができ
るようになった（0.570）＞ ＜ 4. 家族は運動をす
ることが好きだ（0.563）＞ ＜ 2. スポーツを見る
ことが好きだ（0.544）＞ ＜ 11. 体育の中で友達が
できた、友達と仲良くなった（0.527）＞である。
これらの項目は、要因として個人の態度や環境に
関することを挙げていることから「高校個人因子」
と名付けた。
　第 2 因子は、＜ 15. 体育の先生方の教え方は分
かりやすい（0.871）＞ ＜ 16. 体育の先生方は褒め
たりアドバイスをくれたりする（0.796）＞ ＜
13. 体育の先生方の人柄が好きだ（0.764）＞ ＜
14. 体育の先生方は運動が上手だ（0.720）＞である。
これらの項目は、要因として教員に関することを
挙げていることから「高校教員因子」と名付けた。
　第 3 因子は、＜ 24. 体育は疲れる、やることが
多い（0.713）＞ ＜ 23. 体育では、先生方にやらさ
れていると感じることが多い（0.713）＞ ＜ 25. 体
育の授業の内容は難しい（0.619）＞ ＜ 22. 運動し
ているところを他の人に見られたり、比較された
りすることは嫌だ（0.527）＞である。これらの項
目は、要因として運動や体育への不満に関するこ
とを挙げていることから「高校不満因子」と名付
けた。
　なお、各因子のα係数を算出したところ、高校
個人因子（α＝ 0.89）、高校教員因子（α＝ 0.89）、
高校不満因子（α＝ 0.79）のそれぞれに十分な信
頼性があると結論した。
（2）相関
　3 因子に関する相関係数を算出したところ、高
校個人因子と高校教員因子の間に正の相関が認め
られた。また、高校不満因子については高校個人
因子や高校教員因子との間にそれぞれ負の相関が
認められた。男女においても同様の結果となった。
（3）因子の比較
　高校個人因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動好きの体育好き＞運動好きの体育
嫌い＞運動嫌いの体育好き＞運動嫌いの体育嫌い
の順となり、すべての因子間に有意差が認められ
た。
　高校教員因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動好きの体育好き＞運動嫌いの体育
好き＞運動嫌いの体育嫌い＞運動好きの体育嫌い
の順となり、「運動好きの体育好き」と「運動好き
の体育嫌い」及び「運動好きの体育好き」と「運
動嫌いの体育嫌い」との間に有意差が認められた。
　高校不満因子について「運動体育好嫌」の比較
をすると、運動嫌いの体育嫌い＞運動好きの体育
嫌い＞運動嫌いの体育好き＞運動好きの体育好き
の順となり、「運動好きの体育好き」と「運動好き
の体育嫌い」、「運動好きの体育好き」と「運動嫌
いの体育好き」、「運動好きの体育好き」と「運動
嫌いの体育嫌い」との間に有意差が認められた。
（4）「運動体育好嫌」の比較
　「運動好きの体育好き」で比較をすると、高校教
員因子＞高校個人因子＞高校不満因子の順となり、
有意差が認められた（図 9）。男女で比較をすると、
男女ともに因子の順番、有意差が高校全体と同じ
結果となった。
　「運動好きの体育嫌い」で比較をすると、高校教
員因子＞高校不満因子＞高校個人因子の順となり、
高校個人因子と高校不満因子との間を除き、有意
差が認められた（図 10）。男女で比較をすると、
男女ともに因子の順番は高校全体と同じであった。
有意差については、女子は高校全体と同じ結果で
あったが、男子はどの因子とも有意差が認められ
なかった。
　「運動嫌いの体育好き」で比較をすると、高校教
員因子＞高校不満因子＞高校個人因子の順となり、
有意差が認められた（図 11）。男女で比較をすると、
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図 8　中学生における運動嫌いの体育嫌いの因子の比較
図 9　高校生における運動好きの体育好きの因子の比較
図 10　高校生における運動好きの体育嫌いの因子の比較
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男女ともに因子の順番は高校全体と同じであった。
有意差については、男子は高校教員因子と高校不
満因子との間を除き、女子は高校個人因子と高校
不満因子との間を除き、有意差が認められた。
　「運動嫌いの体育嫌い」で比較をすると、高校教
員因子＞高校不満因子＞高校個人因子の順となり、
有意差が認められた（図 12）。男女で比較をすると、
男女ともに因子の順番、有意差が高校全体と同じ
結果となった。
4. 考察
4.1　「運動好嫌」と「体育好嫌」の「実態」について
　「運動好嫌」と「体育好嫌」は、似たような傾向
を示すものの、中学校・高校において学年に 1 人
以上「運動好きの体育嫌い」と「運動嫌いの体育
好き」の生徒が存在していることから、それぞれ
を区別して扱うことが適切であると考えられる。
　男女では、中学校・高校の校種にかかわらず、
女子よりも男子に運動と体育が好きな生徒が多い
ことが分かった。神奈川県立体育センター 11）によ
れば、小学校・中学校・高校の校種にかかわらず、
女子よりも男子に運動好きと体育好きが多いとさ
れており、男子に比べて女子はからだを動かすこ
とに抵抗を感じている生徒が多いと考えられる。
　校種では、中学校に「運動嫌いの体育好き」よ
りも「運動好きの体育嫌い」の生徒が多く、高校
に「運動好きの体育嫌い」よりも「運動嫌いの体
育好き」の生徒が多いことなどから、中学校より
も高校に体育好きの生徒が多いことが分かった。
橋本と永浜 8）は、中学生になるとややからだを動
図 11　高校生における運動嫌いの体育好きの因子の比較
図 12　高校生における運動嫌いの体育嫌いの因子の比較
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かすことへの興味が少なくなるとしているが、小
学校の体育と比較して中学校の体育は、専科教員
が授業を担当することで授業内容が専門的になる
こと、授業中における規律が厳しくなることなど
の違いがあり、その違いが中学校の体育好きを減
少させる原因になっていると考えられる。また、
橋本と永浜 8）は、選択授業により高校生に体育好
きが少し増加するとしており、本研究を含め、選
択授業が体育好きを増加させる大きな要因になっ
ていると考えられる。
　学年では、中学校は学年進行とともに運動と体
育が嫌いな生徒が増加すること、高校男子は学年
進行とともに運動と体育が好きな生徒が増加する
ことが分かった。吉川ら 7）は、体育嫌いには学年
進行に伴う増加が見られるとしている。また、神
奈川県立体育センター 11）は、運動好きは小学校か
ら中学校にかけて学年進行とともに減少し、高校
で増加すること、体育好きの減少は男子が中学 3
年生、女子は高校 1 年生で止まることを述べてい
る。これらのことから、中学校では小学校の体育
とのギャップなどにより、高校では選択授業で好
きな種目を選択できることなどにより、学年によっ
て多少の差はあるものの、中学校で学年進行とと
もに運動と体育が嫌いな生徒が増加し、高校で学
年進行とともに運動と体育の好きな生徒が増加す
ると考えられる。
4.2　「運動体育好嫌」の「要因」について
　中学校の結果から、中学個人因子は運動と体育
がどちらも好きであるほど高い値を示すこと、中
学教員因子と中学経験因子は体育が好きであるほ
ど高い値を示すこと、中学不満因子は体育が嫌い
であるほど高い値を示すことが分かった。
　因子や「運動体育好嫌」の比較の結果から、「運
動好きの体育好き」は中学教員因子と中学経験因
子が中学不満因子を低下させ、中学個人因子を高
めていることが影響していると考えられる。言い
換えると、生徒が体育の授業の中で良い経験をす
るなど、授業内容に満足することで授業への不満
が減り、加えて教員が指導やコミュニケーション
を適切に行うことで体育を好きになり、授業の中
で芽生えた体育への愛好的態度が日常生活で運動
をする意欲につながり、日常的な運動を通してか
らだを動かす楽しさを理解し、運動を好きになる
といえる。これが中学校の「運動好きの体育好き」
を生む要因と考えられる。
　「運動好きの体育嫌い」は、中学教員因子や中学
経験因子が中学不満因子を低下させられていない
ことが影響していると考えられる。言い換えると、
運動に好意的意識を持っている生徒が、体育の授
業内容や教員の指導、コミュニケーションの方法
に不満を持っているため、体育の良い経験が少な
く、体育に対して非好意的意識を持っているとい
える。これが中学校の「運動好きの体育嫌い」を
生む要因と考えられる。
　「運動嫌いの体育好き」は、中学教員因子や中学
経験因子が中学個人因子を高められていないこと
が影響していると考えられる。言い換えると、生
徒は体育の授業内容や教員の指導、コミュニケー
ションの方法に満足しており、体育に好意的意識
を持っているが、授業から日常生活への接続がさ
れていないため、日常的に運動をしたいという意
識が芽生えるほど運動に好意的な意識を持つこと
ができていないといえる。これが中学校の「運動
嫌いの体育好き」を生む要因と考えられる。
　「運動嫌いの体育嫌い」は、中学教員因子や中学
経験因子が中学不満因子を高め、中学個人因子を
低下させていることが影響していると考えられる。
言い換えると、生徒が体育の授業内容や教員の指
導、コミュニケーションの方法に不満を持ってお
り、授業の中で良い経験をしていないため体育を
嫌いなり、体育の中での運動への悪い印象が運動
嫌いを生んでいるといえる。これが中学校の「運
動嫌いの体育嫌い」を生む要因と考えられる。
　高校の結果から、高校個人因子は運動が好きで
あるほど高い値を示すこと、高校教員因子は体育
が好きであるほど高い値を示すこと、高校不満因
子は運動が嫌いであるほど高い値を示すことが分
かった。
　因子や「運動体育好嫌」の比較の結果から、「運
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動好きの体育好き」は高校教員因子が高校不満因
子を低下させ、高校個人因子を高めていることが
影響していると考えられる。言い換えると、生徒
が体育の授業内容に満足することで授業への不満
が減り、加えて教員が指導やコミュニケーション
を適切に行うことで体育を好きになり、授業の中
で芽生えた体育への好意的意識が日常生活で運動
をする意欲につながり、日常的な運動を通してか
らだを動かす楽しさを理解し、運動を好きになる
といえる。これが高校の「運動好きの体育好き」
を生む要因と考えられる。
　「運動好きの体育嫌い」は、高校教員因子が高校
不満因子を低下させられていないことが影響して
いると考えられる。言い換えると、体育の授業内
容や教員の指導、コミュニケーションの方法に不
満を持っているため、体育に対して非好意的意識
を持ってしまうといえる。これが高校の「運動好
きの体育嫌い」を生む要因と考えられる。
　「運動嫌いの体育好き」と「運動嫌いの体育嫌い」
は、ともに高校教員因子が高校不満因子を高め、
高校個人因子を低下させていることが影響してい
ると考えられる。違いとしては、「運動嫌いの体育
嫌い」よりも「運動嫌いの体育好き」の高校教員
因子が高いことを挙げることができる。つまり、
教員に好意的な意識を持つことが体育を好きにな
ることにつながると考えられる。言い換えると、
運動に非好意的意識を持っている生徒が、教員の
指導，コミュニケーションの方法に満足するかし
ないかで体育の好嫌が決まるといえる。これが高
校の「運動嫌いの体育好き」と「運動嫌いの体育
嫌い」を生む要因と考えられる。
　中学校と高校の大きな違いとして、高校の教員
因子に＜ 14. 体育の先生方は運動が上手だ＞が含
まれていることを挙げることができる。このこと
については、より専門性が求められる高校におい
て、教員の運動能力が生徒への威厳や信頼につな
がっていると考えられる。
　「要因」調査から、運動好嫌には個人因子が、体
育好嫌には教員因子がそれぞれ大きく関わってい
ることが分かった。このことから、教員が教材研
究を充実させて内容を吟味し、それを授業で分か
りやすく指導し、分からない・できない生徒には
見本を見せたりアドバイスを与えたりと積極的に
関わることで生徒と教員の間に信頼関係が生まれ、
体育好きを増加させることができると考えられる。
また、体育の授業において知識や理論を学ぶ時間
を設ける、体つくり運動のような日常生活でも行
うことができる運動を取り入れるなどして、運動
に興味・関心を持たせる工夫をし、授業だけでは
なく日常生活でも運動をしたいという意欲を高め
ることが運動好きを増加させることにつながると
考えられる。
　保健体育科の教員への聞き取り調査から、授業
内での活動量を多くする授業構成、部活動のよう
な技術練習中心にならない授業内容の工夫、視覚
的教材を用いた説明、礼儀作法や集団行動、生徒
への接し方など、教員がたゆまぬ努力をしている
ことが改めて分かった。本研究では、運動嫌いや
体育嫌いの生徒においても教員因子の下位尺度得
点が高く、教員のことを好きだと答える生徒が多
かったことから、教員の努力は生徒にも伝わるこ
とが分かった。
5. 結論
　「運動好きの体育好き」の生徒にとっての「よい
体育の授業」とは、授業の難易度が高いかつ活動
量が多く、課題に挑戦し、達成感や充実感を味わ
うことができるとともに、全体のリーダー的な役
割を担い、互いに学び合うことを通して運動の楽
しさを伝え、また自分自身も楽しさを再認識でき
るような授業であると考えられる。
　「運動好きの体育嫌い」の生徒にとっての「よい
体育の授業」とは、段階的な指導によって多くの
成功体験ができる、グループ活動で仲間と協力し
達成感を味わうなど、授業の中で良い経験ができ
るとともに、教員とコミュニケーションをとりな
がら互いに学び合うことができる授業であると考
えられる。
　「運動嫌いの体育好き」の生徒にとっての「よい
体育の授業」とは、授業のなかに知識・理論や、
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体つくり運動のような日常生活でも行うことがで
きる運動について学ぶ時間があり、運動に対して
興味・関心を持つことができる授業であると考え
られる。
　「運動嫌いの体育嫌い」の生徒にとっての「よい
体育の授業」とは、教員が積極的にコミュニケー
ションをとってくれることに加え、指導や授業内
容が段階的で恥ずかしい思いをすることが少なく、
成功体験などの良い経験をすることで自尊感情を
高めることができる授業であると考えられる。
　本研究では、中学校と高校の調査結果にそれほ
ど大きな違いがなかったため、それぞれをまとめ
て「よい体育の授業」を考案した。しかし、中学
校と高校における「よい体育の授業」の違いとして、
中学校では体育の授業の中でより多くの良い経験
をさせてあげること、高校では教員が専門性や威
厳を示すことを挙げることができ、この違いを、
上述した「よい体育の授業」に校種に応じて取り
入れることで、中学校と高校それぞれの「よい体
育の授業」を行うことができると考えられる。
6. 今後の課題
　本研究は、青森県の中高一貫校 1 校における横
断的調査であるため、必ずしもすべてのケースに
あてはまるとは言えない。したがって、他の中学校・
高校を加えて引き続き調査を行い、一般化させて
いくことが求められる。また、運動や体育が好き
でも嫌いでもない生徒についても調査をし、「よい
体育の授業」について検討したい。考案した「よ
い体育の授業」が、実際に運動嫌い・体育嫌いの
生徒を減らし、運動好き・体育好きの生徒を増や
すことができるのか、現場で指導することも必要
であると考える。
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